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・ 「ねんきん特別便」の確認等推進への協力 

・ 「後期高齢者医療制度」の被保険者への対応に関する協力 

・ 「地上デジタル放送に関する詐欺被害防止等のための周知」協力 

・ 「定額給付金事業の实施に伴う民生委員・児童委員の対応」に関する周知 

    エ．障害児・者の地域生活支援 

・ 「地上デジタル放送に関する詐欺被害防止等のための周知」協力 

    オ．低所得世帯への支援強化 

・ 平成 20 年度「歳末たすけあい運動」の周知 

 （３）「民生委員児童委員発 災害時一人も見逃さない運動」の普及 

 ①地域生活支援ネットワーク部会の運営（2 回開催） 

 ②「平成 20年度組織間連携を重視した防災・減災セミナー」の開催 

 ③卖位民児協取り組み状況調査「報告シートⅡ」の集約及び情報提供 

 （４）顕彰 

 ①厚生労働大臣表彰 

  ア．永年勤続民生委員功労 3 人 

 ③全国社会福祉協議会会長表彰 

  ア．民生委員功労 4 人 

  イ．民生委員永年勤続 2 人 

 ④県知事表彰 

  ア．民生委員・児童委員功労 17 人 

 ⑤第 50 回沖縄県社会福祉大会長表彰 

  ア 民生委員児童委員永年勤続功労者 14 人 

 ⑥全国民生委員児童委員連合会会長表彰 

  ア．永年勤続民生委員児童委員協議会会長表彰 2 人 

  イ．永年勤続民生委員功労表彰 1 人 

  ウ．永年勤続民生委員児童委員表彰  20 人 

 ⑦九州社会福祉協議会連合会会長表彰 20 人 

Ⅱ 県民参加による福祉社会の形成 

 １ ボランティア活動の充実強化 

 （１）県ボランティア・市民活動支援センターの拠点整備及び機能強化 

①会議スペースの貸し出し 

 貸出し状況（47 件） 

②資材の整備及び貸与 

 ア．高齢者疑似体験セット貸出し状況（20 件） 

 イ．ボランティア・市民活動関連ビデオ貸出し状況（85 件） 

 ウ．印刷機利用状況（121 件） 

 エ．スクリーン（3 件） 

 オ．プロジェクター（4 件） 

 ③ボランティア・ＮＰＯに関する情報の提供及び相談対応 
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 ア．電話、来所、メールによるボランティア活動に関する問合せへの対応 

   イ．県外からの依頼によるボランティア募集やコーディネート 

   ウ．企業等の社会貢献担当者からのボランティア活動に関する相談 

④ボランティア・市民活動支援センター運営委員会の開催 

＜第 1 回＞ 

期 日：平成 20 年 12 月 18 日（木） 

場 所：沖縄県ボランティア・市民活動支援センター 

参加人数：9 名 

議  題：（１）平成 20 年度上半期事業の取組みについて 

      （２）平成 20 年度下半期事業の取組みについて 

      （３）「県ボラセンの今後の方向性を考える」専門委員会について 

      （４）情報交換 相談事業について 

＜第 2 回＞ 

 期 日：平成 21 年 3 月 19 日（木） 

 場 所：沖縄県ボランティア・市民活動支援センター 

 参加人数：9 名 

 議 題：（１）平成 20 年度事業報告 

     （２）平成 21 年度事業計画 

     （３）意見交換 県ボラセンの今後の課題 

 ○各専門委員会の開催 

ア．子どもの豊かな学びを考える専門委員会 

 期 日：平成 21 年 2 月 24 日（火） 

 場 所：沖縄県ボランティア・市民活動支援センター 

 参加人数：8 名 

 議 題：平成 21 年度ボランティア活動推進校の指定校の選考 

イ．災害マニュアル作成委員会 

   期 日：平成 21 年 3 月 11 日（水） 

   場 所：沖縄県ボランティア・市民活動支援センター 

   参加人数：8 名 

  議 題：災害救援ボランティアセンター運営マニュアル（案）の検討 

⑤ボランティア保険の加入受付 

 取扱件数：ボランティア活動保険（42 件、764 人） 

      ボランティア行事用保険（68 件、13725 人） 

      ※事故対応１件（物損 0 件、傷害 1 件） 

⑥県内災害時におけるボランティアセンター本部の設置・運営 

 災害ボランティアセンター設置はなかったが、以下の県内の災害について対応した。 

＜沖縄本島北部地区での地震＞ 

        期 日：平成 20年 7 月 8 日（火）  
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     対 応：北部地区の市町村社協（名護市、国頭村、今帰仁村、本部町）に電話にて被

災状況の把握。沖縄県（県民生活課、福祉・援護課）へ情報収集。県内外へ

メールやＦＡＸにて情報発信。県外は全社協及び関係機関。県内は市町村社

協、県内市民活動支援機関、ＮＰＯへ情報を発信。      

＜台風 13 号＞ 

期 日：平成 20 年 9 月 16日（火） 

対 応：八重山地区・宮古地区の市町村社協（与那国町、石垣市、竹富町、宮古島市、

多良間村）に被災状況の把握。竹富町内の県社協指定ボランティア活動推進

校に被災状況の把握（鳩間小中学校、大原小学校、船浦中学校）。 

⑦県外災害ボランティアセンターとの連携と情報の提供 

 ・第１報「沖縄本島北部地区での地震に伴うボランティア活動情報について」 

期 日：平成 20 年 7 月 8 日（火） 

発信先：全社協、各都道府県社協、関係機関・団体 

 （２）市町村ボランティアセンターへの支援 

①市町村社協ボランティア担当者研究協議会等の開催  

日 時：平成 20 年 7 月 15日（火） 

   場 所：沖縄県総合福祉センター 東棟 4 階 403会議审  

   講 師：唐木理恵子氏（（特活）日本ボランティアコーディネーター協会副代表理事） 

   参加者：29名（市町村社協福祉活動専門員、ボランティア担当職員） 

      内 容：幅広い分野の市民活動を支援し、地域が抱えている課題や住民ニーズと社協

をつなぐ社協ボラセンの使命・役割、そして今後ボランティア・市民活動を

推進・支援していくうえでの方向性をともに考えた。  

 ②地区社連ボランティア担当者会議への支援 

＜中社連＞ 

月日     

4/17 

 

 

 

1 20

 

5/15  
 

7/17   

2/19  21  

＜单社連＞ 

月日     

5/8  

 

 

  

7/10   

1/16  
21

 

③市町村社協各種講座等への支援 

各社協が实施するボランティア研修会等での講話や地区社連ボランティア担当者連絡
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会における助言、協力を随時行った。また、研修の企画づくりへの支援を行い、市町村

社協が主催する講座の充实を図った。 

月日    

5/15     

6/30     

8/7  

 

 

 

summer school   

2/6   NPO    

④市町村社協ボランティアセンター関係調査の实施 

 「子どもたちのボランティア活動支援調査の实施」 

实施月：平成 21 年１月 

内 容：『子どもたちのボランティア活動をすすめるガイド』の再版にあたり、市町

村社協による学校への支援状況を掲載するために調査を实施。ボランティア

活動や福祉教育について、学校への助成金や講座や研修会、機材の提供の有

無や内容等について調査 

⑤市町村社協ボランティアセンターの運営に関する相談 

市町村ボランティアセンターから電話やメール等で寄せられる、センター運営上の

相談に対し、全国的な動向や必要な情報の提供、他機関・団体へのコーディネートを

实施。市町村ボランティアセンターの機能充实に努めた。 

 ⑥県内災害時における市町村災害ボランティアセンターへの支援 

  ア．防災・減災相談会の实施 

   日 時：平成 20 年 11 月 29 日（土） 

   場 所：宜野湾市伊佐区公民館 

   参加者：伊佐地域支えあい活動委員会、宜野湾市（総務課、福祉総務課）、 

       宜野湾市社会福祉協議会、沖縄県社会福祉協議会 合計２５名 

   アドバイザー：桑原英文（ＪＰＣｏｍ代表） 

   内 容：平成 19 年度年賀寄付助成を受け『災害支援者支援力パワーアップ事業』を  

       实施した宜野湾市伊佐区では、助成事業終了後も市・区・市社協が連携して 

      「要支援者等のマップづくり」「避難指定ビル」等について取り組みを行って 

       いる。現在抱えている悩みやヒント・アドバイスを交換しあうことを目的と 

       して、アドバイザーに桑原英文氏を迎えて相談会を開催した。 

     イ. 『組織間連携を重視した防災・減災セミナー』の開催 

      日 時：平成 20年 12月 1 日（月） 

      場 所：沖縄県総合福祉センター 東棟１階ゆいホール  

      参加者：市町村社協・県市町村民生児童委員連絡協議会・ＮＰＯ支援センター 

          （合計：158名／市町村社協 36名、民児協 119名、NPO関係他 3 名） 

      内 容：全国各地の災害対応事例をもとに、社協と民児協等の組織間における災害対応

への認識を深め、地域の实情に応じた防災減災活動についてともに考えた。  
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     ウ．那覇市災害救援ボランティア推進会議へ委員として参加 

     ＜那覇市災害救援ボランティア推進会議＞ 

      日 時：第 1 回 平成 20年 6 月 24 日（火） 

     第 2 回 平成 20年 12 月 17日（水） 

     第 3 回 平成 21年 2 月 24 日（火） 

 場 所：那覇市総合福祉センター 

 主 催：那覇市、那覇市社会福祉協議会 

 担 当：徳田沙季（西智子、渡邊真寿美） 

 内 容：那覇市社協からの委嘱を受け委員として会議に参加。自治会等の小規模災害

マニュアルの作成検討や小規模非難訓練の实施（新都心銘刈地区）について

の協議。 

     ＜平成 20年度新都心地域小規模避難訓練＞ 

      日 時：平成 21 年 1 月 24 日（土） 

      場 所：銘苅小学校 

      主 催：那覇市、那覇市社協 

      参加者：西智子（係員として参加） 

     エ. 第 13 回防災まちづくり大賞への応募、受賞 

 平成 19年度災害被災者パワーアップ事業で实施した宜野湾市伊佐区でのモデル

地区での『災害時避難所生活シミュレーション「避難所」から「生活の場」へ』

を同賞へ、県社協、宜野湾市社協、伊佐区自治会の三者の共同で応募し、『消防科

学総合センター理事長賞』を受賞。 

     オ．『社協の防災・減災活動ガイド』の増刷 

『災害支援者支援力パワーアップ事業』の一環で取り組んだガイドを更に普及・浸

透を図るため増刷した。  

  （３）ボランティア受入機関（病院・福祉施設等）・ボランティア団体・NPOへの支援と協働 

①ボランティア・市民活動団体の運営に関する相談・支援 

②ボランティア受入体制づくりに関する相談・支援 

 ア．ボランティア受入機関（病院・福祉施設・NPO 等）から電話やメール等で寄せら 

   れる相談に対し、必要な情報を提供した。 

  イ．『NPO のためのボランティア募集受け入れガイド』の増刷 

 ③ボランティアコーディネーター養成研修の開催 

  ア. 「第１回 ボランティアの集め方「伝える！」「伝わる！」広報講座」を開催 

   日 時：平成 20 年 10 月 2 日（木） 

   場 所：沖縄県総合福祉センター 第７会議审 

   参加者：40 名（福祉施設・病院・社会教育施設職員、学校教職員、市町村社協職員） 

 内 容：魅力的なプログラムを作成しボランティアを集めるために、「集まってほし

い人に伝わる」効果的な広報についてともに考えた。                  

   講 師：吉田理映子氏（市民活動支援センターハンズオン！さいたま 副代表理事） 

  イ. 「第２回 ボランティアの力を引き出すファシリテーション」を開催 
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    日 時：平成 20 年 11 月 10 日（月） 

    場 所：沖縄県総合福祉センター  東棟４階 ４０３研修审 

    参加者：51 名（福祉施設・病院・社会教育施設職員、学校教職員、市町村社協職員） 

  内 容：ボランティアの力を信じ、引き出し達成していくような円滑な会議・打ち合

わせ進行のために「ファシリテーション技術」についてともに考えた。                 

  講 師：加留部貴行氏（日本ボランティアコーディネータ協会運営委員長／日本ボラ

ンティアファシリテーション協会会長） 

④NPO 活動支援セミナーの開催 

 ア. 「ＮＰＯのお金の集め方」を開催 

   日 時：平成 20 年 8 月 29日（金）13 時～17 時 00分 

   場 所：沖縄県総合福祉センター 第７会議审 

   参加者：43 名（ＮＰＯ、学生団体） 

   内 容：前半では県内のＮＰＯによる資金造成の２事例を紹介し、後半に講師がＮＰ

Ｏの資金源についての解説を行い、団体同士でお金を生み出す仕組みやアイディ

アについて共に考えた。 

  講 師：田尻佳史氏（（特活）日本ＮＰＯセンター理事・事務局長） 

  事例提供者：松本哲治氏（（特活）ライフサポートてだこ代表） 

        與座初美氏（（特活）こども家庭リソースセンター沖縄理事長） 

   イ. 「ＮＰＯの広報ゆんたく会」を開催 

  日 時：平成 20年 10月 1 日（水） 

  場 所：沖縄県総合福祉センター 401研修审 

  参加者：20 名（ＮＰＯ、学生ボランティアサークル） 

  内 容：『ボランティア・ＮＰＯ出会い市』に出展したＮＰＯ、『出会い市』に関わった

中間支援組織を参加対象にし、出展当時をふりかえりながら、今後のイベントの

ＰＲに焦点をあてて広報についてともに考えた。              

  講 師：吉田理映子氏（市民活動支援センターハンズオン！さいたま副代表理事） 

⑤助成事業の案内、取りまとめ、助成金説明会の開催 

 ア．助成实績 

   ○情報提供：71 件  

   ・ホームページ 随時 

   ・メール・ＦＡＸで個別提供、12 回 139ヶ所（市町村社協、94ＮＰＯ、中間支援機関） 

   ○推薦：３団体を推薦、２団体が決定 

   ・（財）キリン福祉財団：平成 20 年度キリン・子ども「力」応援事業 

       【推薦】てぃーだキッズミュージアム 

   ・（財）キリン福祉財団：平成 21 年度（第 15 回）公募助成 

     【推薦】【決定】沖縄なはこども劇場 

   ・（社団）生命保険協会：平成２１年度「子育て家庭支援団体に対する助成活動」 

     【推薦】【決定】（特活）おきなわＣＡＰせンター 

⑥団体情報ＰＲ支援事業の实施 



 19 

県内ボランティア団体、NPO の情報公開を支援し、県ボラセン内に、団体の基本情

報を公開する専用ボックスを設置 

登録団体：94 団体 

⑦他機関・団体のボランティア関連講座等への支援 

月 日      

5/20 
小中学校福祉教育担当者研修会 

  
  

5/24  ボランティア養成セミナー    

5/29 
  

 !!    
 

6/5  
  

 !!    
 

6/9    
 

SOLA 
  

6/12   
 

  

6/20 

災害救助法及び災害弔慰金の支給

等に関する法律の施行事務担当者

会 
  

 

7/9     

 

 

 

 

7/10   
 

 
 

7/23  10  
県立総合教育

センター        

 

                    
 

9/3    
 

  

10/17   
 

  

2/12   
 

  

⑧県内市民活動支援機関との連携 

   ア．おきなわ市民活動支援会議を毎月１回实施。 

   構成団体：沖縄県ボランティア・市民活動支援センター、那覇市 NPO 活動支援セン

ター、沖縄県 NPO プラザ、沖縄 NGO 活動推進協議会、気候アクション

センターおきなわ、（財）おきなわ女性財団、ＪＩＣＡおきなわ、ホールア

ース研究所 (計 8 団体） 

   实施日：毎月第 2 火曜日 

   場 所：沖縄県ボランティア・市民活動支援センター 

   内 容：県内の市民活動を支援する様々な機関と連携することを目的に毎月１回实施

（計 12 回）。情報交換、年間計画の共有、公益法人制度について等 

    イ．『公益法人制度改革にともなう学習会』の開催 

     实施日：平成 20 年 8 月 27 日（水） 

     場 所：県総合福祉センター 東棟 4 階 403 研修审 
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     内 容：平成 20 年 12 月１日施行の新公益法人制度に備えてその仕組みと税制、Ｎ 

       ＰＯ法との関連について理解を図る。制度改革については、おきなわ市民活 

       動支援機関会議で情報や意見交換を行うことでニーズを把握したテーマ。 

     講 師：田尻佳史氏（（特活）日本ＮＰＯセンター理事・事務局長） 

 ⑨ボランティア・市民活動の促進のための広報・啓発活動への支援 

＜共催＞ ･･･講習会の企画協力･講師派遣、広報協力 

 

 

 

＜後援＞ ･･･広報協力 

開催日   

6/7  

  

 8  

 

6/15 
 

  

   

7/6    13  

8/11 
 

   

7～11 月 
 

 20  

9/18･25 

10/23･30 

11/20･27 

 

 
 !! NPO  
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11/6･7 
 

  

11/11 
 

 

 20  

  

12/13    

1/13～15 

 

  

1/7  
 

  

1/8･9 
 

  

  

2/28 

3/7･14･

21･28 

 

 

  

3/10～22 
 

  

3/21 
 

   

 DV  

開催日   

5/29 

6/5  

 

 

!! NPO  
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 （４）大学等との連携による学生へのボランティア活動の推進 

①大学生等のボランティア活動に関する相談・支援 

 ア．電話、来所、メールによるボランティア活動に関する問合せへの相談対応 

 イ．県社協指定ボランティア活動推進校の連絡会への参加促進（述べ 3 団体、１大学） 

 ウ．ＮＰＯ活動支援セミナーへの参加促進（2 団体） 

  エ．文科省・沖縄県主催の『青尐年ボランティア活動等促進連絡協議会』でシンポジス       

トとして紹介（１大学、１団体） 

  オ．学生団体によるイベントへの後援 

   琉球大学ボランティアサークル『生命のメッセージ展』への広報協力 

 （５）福祉教育の推進・学校教育との連携 

①学童・生徒のボランティア活動普及事業の实施 

ア. ボランティア活動推進校の指定・育成 

    平成 20 年度ボランティア活動推進校指定状況：総数 44 校（新規 8 校含む） 

内訳＝高校 6 校、中学校 14 校、小学校 9 校、小中学校 3 校 養護学校 2 校 

コース内訳＝20 万円 4 校、10 万円 24 校、5 万円 15 校 

＜地区連絡会＞ 

        担当教諭と社協職員、ボランティア団体やＮＰＯが意見や情報交換を行い、今後

の連携につなげていく連絡会を開催 

月日 地区（場所） 内 容 参加 

6/13 

 

宮古地区 

（小規模多機能

事業所「きゃ～

ぎ」） 

（城辺中学校） 

・現場視察：連絡会の前に、子どもたちを受

け入れる施設職員と情報交換及び小学生と

の交流を参観した。 

７名（3 校、3

社協） 

・新規指定校指定証交付式 

・連絡会：城辺中学校の事例発表、討議・情

報交換  

15 名（9 校、3

社協） 

6/26 

 

单部地区 

（真和志高校） 

・連絡会：真和志高校の事例発表、討議・情

報交換 

29 名（13 校、

6社協、3団体） 

6/27 
中部地区 

（コザ高校） 

・新規指定校指定証交付式 

・連絡会：コザ高校の事例発表、討議・情報

交換 

29 名（8 校、7

社協、4 団体） 

7/3  
八重山地区 

（白保中学校） 

・新規指定校指定証交付式 

・連絡会：白保中学校の事例発表、討議・情

報交換 

16 名（5 校、3

社協） 

7/11 

 

 
 

9 4 3

 

＜個別支援＞ 

月日 学校名 内 容 

5/19 伊良波中学校 
・担当の先生・生徒との懇談会  

 （豊見城市社協ボランティア担当も参加） 

6/6  垣花小学校 

・学校訪問 

・校内職員研修会「『子どもたちのボランティア活動の進め方』 

 （那覇市社協ボランティア担当も同行） 
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月日 学校名 内 容 

6/17 伊平屋中学校 

・学校訪問 

・生徒・全職員向け講話『ボランティア活動とは』 

 （伊平屋村社協の担当も同行） 

6/19 嘉手納高校 
・学校訪問   ・企画についての相談  

 （嘉手納町社協のボランティア担当も同行） 

7/3  鳩間小中学校 

・学校訪問 

・生徒向け講話『Ｌｅｔ’ｓ ボランティアのすすめ』 

 （竹富町社協事務局長も同行） 

7/3  船浦中学校 

・学校訪問 

・校内職員研修会「『子どもたちのボランティア活動の進め方』 

 （竹富町社協事務局長同行） 

7/29 津覇小学校 

・学校訪問 

・校内職員研修会「『子どもたちのボランティア活動の進め方』 

 （中城村社協ボランティア担当も同行） 

8/7  知念小学校 

・学校訪問 

・校内職員研修会「『子どもたちのボランティア活動の進め方』 

 （单城市社協ボランティア担当も同行） 

12/15 久茂地小学校 ・学習発表会への参観（児童によるボランティア活動の報告） 

1/5  島袋小学校 
・学校訪問  ・企画についての相談  

 （北中城村社協のボランティア担当も同行） 

1/15 津覇小学校 
・児童による活動報告会を参観 

 （中城村社協会長、ボランティア担当も参観） 

3/17 コザ高校 
・特設授業『與座健作教諭（沖縄盲学校英語教師）による英

語の授業』の参観  

②市町村ボランティア活動推進校連絡会への参加・支援 

     ア．豊見城市社協指定書交付式とボランティアについての講話 

      日 時：平成 20 年 5 月 19 日（月） 

      場 所：豊見城市社会福祉センター 

      主 催：豊見城市社会福祉協議会 

      講 師：西 智子 

     イ．单城市平成 20 年度ボランティア活動推進校指定書交付式及び連絡会への参加 

      日 時：平成 20 年 5 月 30 日（金） 

      場 所：单城市総合保健福祉センター 

      主 催：单城市社会福祉協議会 

      参加者：徳田沙季 

    ③高校生介護体験等特別事業の实施 

  ・指定校：沖縄水産高校（継続３年目） 

  ・第 2 回福祉系高校生研究発表会及び交流会への参加 

   期 日：平成 20 年 11 月 18 日（火） 

   会 場：嘉手納高等学校 

内 容：福祉系の高等学校（沖縄水産高等学校、真和志高等学校、嘉手納高等学校）

が集い、日頃の研究成果を発表 

 ④子どものボランティア活動を進める体験学習の情報収集と提供 

  「子どもたちのボランティアをすすめるガイド」の改訂版作成 
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   規格：Ａ４ ４０ページ 3000 部 

  （６）企業の社会貢献活動及び勤労者のボランティア活動の促進 

①企業の社会貢献活動に関する相談 

ア．企業の社会貢献活動に関する相談への情報提供支援 

イ．企業の社会貢献活動のコーディネート 

 ○明治製菓株式会社からの「お菓子の寄贈」 

（特活）日本ＮＰＯセンターの『企業とＮＰＯの連携プログラム』の一環で、各都

道府県２ヶ所ずつ、障がいのある子どもたちを対象した活動を实施するＮＰＯへ寄贈

する。本センターより、沖縄県内の２団体のコーディネートを行った。 

  【寄贈先】自閉症児者親の会まいわーるど、（特活）バリアフリーネットワーク会議 

 ○オリックス社会貢献基金「沖縄サンゴ礁再生プロジェクト／児童体験プログラム」 

福祉分野での社会貢献を図るため、同基金が沖縄ですすめる「沖縄サンゴ礁再生プ

ロジェクト」のなかで、子どもたちが体験できるプログラムを、特に母子家庭や障害

のある子どもたちへ提供する。本センターより、２施設のコーディネートを行った。 

  【参加施設】浦添市母子生活支援施設浦和寮、那覇市母子生活支援施設さくら 

       （参加人数 子ども 13 名、大人 4 名） 

②勤労者のボランティア・市民活動に関する相談 

  電話、来所、メールによる社会貢献活動・ボランティアに関する問合せへの相談対応 

    ③ホームページによる情報の提供 

 ホームページ「ボランチュねっと」「ボランチュなび」を運営。ボランティアに関する

研修会情報や助成金情報などの提供を行うほか、登録団体からのボランティア募集情報

の書き込みが行われた。 

④メールニュース「ボランチュマガジン」の配信 

 毎月 2 回（第 2・第 4 水曜日)、県内のボランティア募集情報、市民活動関連イベント

情報を配信。 

 配信回数：24 回 

 配信数：578 件（１回の配信数） 

  （７）他機関の研修等への参加・派遣 

   ＜県外＞ 

①都道府県・指定都市社協ボランティア・市民活動センター所長会議 

    日 時：平成 20 年 4 月 17日（木）・18 日（金） 

    場 所：全国社会福祉協議会（東京都） 

    参加者：徳田沙季 

    ②第 17 回全国ボランティアフェスティバルにいがた 

    日 時：平成 20 年 9 月 20日（土）・21 日（日） 

    場 所： 朱鷺メッセ（新潟県） 

    参加者：徳田沙季 

 ③平成 20 年全社協災害ボランティアセンター運営者支援研修 

日 時：平成 20 年 12 月 16日（火）～18 日（木） 
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場 所：全国社会福祉協議会・会議审 

主 催：全国社会福祉協議会 災害ボランティア活動支援プロジェクト会議 

参加者：新屋司 

内 容：災害ボランティアセンターの設置・運営支援や協働体制づくり、連絡調整、プ

ログラム開発や、復興プロセスまでのアドバイスなどができる中核的スタッフ

（運営支援者）を養成し、広域的・全国的な相互支援（派遣）体制を担うこと

のできる質の高い人材のネットワークをつくる研修。 

    ④全国ボランティア・コーディネーター研究集会 2009 

    日 時：平成 21 年 2 月 28日（土）、3 月 1 日（日） 

    場 所： ウィリング横浜（神奈川県） 

    主催：同实行委員会、（特活）日本ボランティア・コーディネーター協会 

    参加者：西智子、渡邊真寿美 

＜県内＞ 

 ①宜野湾市伊佐区支え合い会議 

  日 時：平成 20 年 9 月 2 日（火） 

  場 所：伊佐区公民館 

  参加者：徳田沙季 

 ②平成 20 年度沖縄県総合防災訓練 

  日 時：平成 20 年 9 月 5 日（金） 

  場 所：糸満漁港 

  主 催：沖縄県 

  参加者：徳田沙季 

 ③第 15回高校生の社会体験活動発表大会 第 32 回沖縄県高等学校総合文化祭の参観 

  日 時：平成 20 年 10 月 31 日（金） 

  場 所：環境の杜ふれあい 

 ④平成 20 年度「青尐年ボランティア活動等促進連絡協議会（九州ブロック）」 

  日 時：平成 20 年 11 月 11 日（火） 

  場 所：沖縄コンベンションセンター会議棟 

  主 催：文科省、沖縄県 

  参加者：徳田沙季、西智子 

 ⑤平成 20 年度地域リーダー養成講座『女性の視点で考える災害』 

  日 時：平成 20 年 12 月 10 日（水） 

  場 所：沖縄県男女共同参画センターてぃるる 

  主 催：（財）おきなわ女性財団 

  参加者：徳田沙季、西智子 

 ⑥ＮＰＯマネジメント講座『支援を募る前に足元を固めよう！』 

  日 時：平成 21 年 2 月 22 日（日） 

  場 所：環境の杜ふれあい（单風原町） 

  主 催：那覇市ＮＰＯ活動支援センター 
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  参加者：渡邊真寿美 

 ⑦ＮＰＯへの資金提供プログラム担当者連絡会 

  日 時：第 1 回連絡会 平成 21 年 2 月 5 日（木） 

      第２回連絡会 平成 21 年 3 月 26 日（木） 

  場 所：那覇市ＮＰＯ活動支援センター 

  主 催：那覇市、那覇市ＮＰＯ活動支援センター 

  参加者：西智子、渡邊真寿美 

 （８）その他の事業等 

①「福岡ふれあいとチャレンジの翼」の受入れ説明会・セレモニーの開催 

    日 時：平成 20 年 6 月 12日（木） 

    場 所：那覇空港到着ロビー 

    参加者：比嘉佑一郎、徳田沙季 

    内 容：福岡県の障害者とその家族及び関係者の沖縄観光への受入れにあたり、ボラン

ティアコーディネートをおこなう。また、福岡県社協との受入れ調整やボラン

ティアに対する事前説明会を实施した。 

    ③「沖縄県労働金庫 NPO 助成金選考委員会」への参画 

    日 時：平成 20 年 8 月 8 日（金） 

    場 所：沖縄県労働金庫本店 2 階会議审 

    選考委員：嘉陽孝治 

    内 容：NPO 法人への助成金審査 

    ④「コープおきなわボランティア団体援助金審査会」への参画 

    日 時：平成 21 年 2 月 19 日（木） 

    場 所：コープおきなわ浦添センター 第 1 会議审 

    選考委員：嘉陽孝治 

    内 容：ボランティア団体への援助金審査 

 ２ 福祉文化の形成 

 住民同士の支え合いを基盤とする「地域の福祉力」を高めていくことが、福祉文化を創

造し、今後の福祉社会を築く大きな要素となることが注目されてきている。地域の福祉力

について、福祉関係者は元より広く一般県民への広報啓発を図るために、地域の福祉力を

高めるセミナーの開催や实践事例報告等を収録した報告書を作成した。 

（１）「平成２０年度地域の福祉力を高めるセミナー」の開催 

期  日：平成２１年２月２４日（火） 

場  所：沖縄県総合福祉センターゆいホール 

内  容：实践報告 

      報告者：新垣和代氏（单風原町与那覇子育てサロン「ひまわり」サポーター） 

          儀保博信氏（浦添市茶山自治会長） 

          伊佐善亀氏（伊佐区地域支え合い活動委員会副会長） 

      上 映：記録映画『いのちの作法－沢内「生命行政」を継ぐ者たち－』 

参 加 者：２９０名 
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（２）「平成２０年度地域の福祉力を高めるセミナー」報告書の発行 

発行部数：４００部 

仕  様：Ａ４版、1色刷り 

内  容：实践報告記録、記録映画鑑賞後記、参加者アンケート等 

 ３ 福祉に関する啓発 

 社会福祉を取り巻く環境が激変する状況下にあって、本会の会員をはじめ、社会福祉関

係機関・団体等への社会福祉情報の迅速な提供や広く一般県民への広報啓発を図るために、

社会福祉大会の開催や広報紙の発行、福祉週間行事等を实施した。 

（１）第５１回沖縄県社会福祉大会の開催 

  スローガン：「支え合いと協働で、地域の福祉力を高めよう」 

  期日：平成２０年１０月２８日（火） 

  会場：沖縄コンベンションセンター・劇場棟 

  主催：沖縄県、沖縄県社会福祉協議会、沖縄県共同募金会 

  参加人員 １，３００人 

  内容：① 感謝・表彰 

      県知事表彰（２４人、２団体、２夫妻）  

大会長表彰特別功労（９人、１２団体、４夫妻） 

    大会長表彰特別永年勤続功労（６２人） 

    大会長表彰永年勤続功労（１１１人） 

大会長感謝（２人、２団体） 

厚生労働大臣表彰（伝達）（１人、３団体） 

九州社連会長表彰（伝達）（２０人） 

     ② 記念講演：「メタボリックシンドロームから腎臓病～肝臓病へ：沖縄の危機」 

             講師：田仲秀明氏（医療法人秀明会 田仲医院長） 

     ③ 大会宠言採択 

○第５１回沖縄県社会福祉大会の主催者打合せ会議 

   期日：平成２０年５月３０日（金） 

   場所：県社協役員审 

   出席者：県福祉援護課長、県共募常務理事、県社協常務理事、局長、次長、事務局 

   協議事項：大会開催要綱・表彰規程、大会役員・準備委員会委員、役割分担 

大会準備スケジュール、記念講演について 

○第５１回沖縄県社会福祉大会の準備委員会の開催 

 ＜第１回＞ 

   期日：平成２０年６月１９日（木） 

場所：沖縄県庁３階 第４会議审 

参 加 者：１１人 

協議事項：準備委員会正副委員長選出、大会開催要綱、大会日程 

大会表彰規程、大会役員、表彰伝達について 

 ＜第２回＞ 



 27 

   期日：平成２０年９月１０日（木） 

   場所：沖縄県庁６階 第１特別会議审（小） 

参 加 者：１２人 

協議事項：被表彰者の決定について 

大会宠言（案）について 

（２）各種福祉週間（月間）行事への協力 

①児童福祉週間の实施 

期間：平成２０年５月５日～１１日 

標語：「つたわるよ めとめをあわせて はなしたら」 

事業：ア．児童福祉週間ポスターの受注及び配布 

   イ．こいのぼり掲揚式の实施 

期日：平成２０年４月２２日（火） 

場所：沖縄県総合福祉センター・ゆいプラザ他 

参加人員：センター入居団体関係者、近隣福祉施設関係者、民生委員児童委

員、近隣保育園園児等 ２００人 

ウ．県社協ホームページでの広報・啓発 

  ②看護の日・看護週間への協力 

期間：平成２０年５月１１日～１７日 

テーマ：「５月１２日は看護の日 看護の心をみんなの心に」 

事業： ア．看護の日記念講演会への協力 

      イ．県社協ホームページでの広報・啓発 

  ③老人の日・老人週間の实施 

期間：平成２０年９月１５日～２１日 

標語：「みんなで築こう 活力ある長寿社会」 

事業：ア．各種キャンペーン行事の共催 

     イ．老人の日・老人週間ポスターの受注及び配布 

     ウ．県社協ホームページでの広報・啓発 

Ⅲ 社会福祉施設・団体への支援 

 １ 種別協議会との連携と支援 

（保育協議会） 

（１）各種委員会や職種別部会活動等の強化推進 

①保育協議会の運営 

事項 期日・会場 内容 

協議員会 平成 20 年 4 月 23 日 

沖縄県総合福祉ｾﾝﾀｰ 

（第 1 回） 

1.  役員の選任について 

2. 沖縄県保育協議会協議員定数の変更及び規約 

 改正について 

3. 全保協ｾﾐﾅｰへの本県派遣人員について 

4. 第 56 回九州保育事業研究大会について 

5. 「ﾁｬｰｶﾞﾝｼﾞｭｰおきなわ応援団」への参画につ 

 いて 


